
 

Instructions for use

Title ヒメエゾボラ雄の生殖周期に関する組織学的研究

Author(s) 高橋, 延昭; 高野, 和則; 村井, 茂

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 23(2), 65-72

Issue Date 1972-08

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/23469

Type bulletin (article)

File Information 23(2)_P65-72.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


。

，、

北大水産業報
23 (2)， 65-72. 1972. 

ヒメエゾポラ雄の生殖周期に関する組織学的研究

高橋延昭*・高野和則*・村井 茂柿

Histological Studies on the Reproductive Cycle of the Male 

Neptune Whelk， Neptunea arthritica 

Nobuaki TAKAHASHI*， Kazunori TAKANO* and Shigeru MURAI** 

Abstract 

1. Sea加 nalchanges in the male reproductive sys句mofぬenep切newhelk， 
Nept包nω arthritica，口ol1ectedin Kamiiso， southern Hokkaido， were examined 
histologica11y. The proc朗自 ofthe development of the germωl1s w制。lassified
inもoseveral s句g倒:(1) primary sperm.抗。gonium，(2) secondary spermaωgonium， 
(3) prim乱ryspermatocy七e，(4) second品ryspermaωc拘， (5) sperm抗id，and (6) 
spermatozoon. 
2. On the basis of c戸ologicalch晶，rac七eristicprocesses of the development of 
germ ωHs， the maturational process問。f七he旬枇iswere cla自由ifiedinもothree stages. 
In乱ddition，品 seasonalstudy of the seminal ve自icles，vIz.， the convoluted p乱r七
of the vas deferens， has been carried out. The proce自由 of the cyclical changes of 
the seminal vesicles w，品目 alsodivided intoも，hreestag倒 accordingto the hi凶ologi-
ω1 characもeristicsof the seminal vesicle wa11 andもherelative amount of sperma-
tozo品 stored in the lumina of the vesicle自 Underthe provisions above-
mentioned，世1ematurational proce側関of七hemale neptune whelk were divided inω 
four sぬges:(1) recovering， (2) growing， (3) mat町 ing，品nd(4) copulating. 
3. In the te叫esobtained during the period from e乱，rlyJune to late Augu前，

もhespermaωgoni晶 occupiedもheirlobules almosもentirelyexω酢 fora scanty of 
germ ωUp蜘 hesmore adv晶nωdthan primary spermaもoc件es. Ac七ivesperm抗0・
genesi日 occurred in September. A ∞nsiderable amount of sperm品旬zo晶 m晶de
their appear，品ncein testicular lobules and some of them were transported from 
the加もistowards the自eminalve自iclesin la句 October. Al七houghthe spermatids 
were前ilIdominant in色hete眺is，ぬ.esperm品ωzo晶巴乱meもofill the自eminalvesicles 
in the mon曲目 ofDec唱mberand J品nu畠，ry. Thereafter，もhegerm ce11s were absorb-
ed in the句sticul晶，rlobules and sperm乱句zoabegan七oform 8perm m晶ssesinもhe
semin品.1ve日iclesbefore the commencement of the copulaもingperiod in 1晶七eApril. 
4. During the course ofぬisobservation， 5 types of atypical germω118 were 
distinguished in the testis. A brief discussion was conduc句donぬefi抗eofもhese
ce11s and th白 possiblerelaもionswith atypical spermaωzoa. 

緒言

海産巻貝の生殖器官系の形態，構造に関しては，乙れまで欧米において数多くの解剖学的，組織学

的研究がなされている (F児 tter&Grahaml)，参照)。 ζれに対し，本邦産の海産巻貝Iζ関してはそ

*北海道大学水産学部淡水増殖学講座 (Lab併at併y 01 Frωh-Water Fish-Cul仰向 Faculty 01 
Fisheries Hokka似oUniversity) 
紳北海道水産部 (FisheriesDepartme叫t，Hokkaido p，ψ:ctural Gりのernment，S，叩poro)
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の知見が比較的乏しく，原始腹足類のアワピ2)3)4)5)，イシダタミ 6)，新腹足類のイポニシりなどで研

究がなされているに過ぎない。

ヒメエゾポラ(通称ツブ)は新腹足類K属し，北海道では，エゾパイ科 (Buccinidae)の他の巻貝

とともに地域によって有用な磯根資源として重要視されている。 しかし本種の生殖に関しては， 宮

脇町が産卵生態について報告しているのみでその詳細はほとんど知られておらず，禁漁期の設定など

の合理的な繁殖保護を計る上において大きな臨路となっている。乙の報告ではヒメエゾボラ雄の生殖

周期を明らかにする目的で，精子形成過程の組織学的研究に基いた精巣の季節的変化並ぴに精巣附属

構造(貯精嚢)の形態変化を観察し，その交尾期の推定を行った結果について述べる。

稿を進めるに先立ち，本研究K対し御指導と御助言を賜った北海道大学山本喜一郎教授に謝意を表

する。また，本研究に用いた材料の採集に際して多大の便宜を与えられた北海道立栽矯漁業総合セン

ター場長結城了伍博士，上磯漁業協同組合参事川越平雄氏を始め組合員各位および異形精子の研究に

御協力下された北海道大学大学院水産学研究科福岡秀雄氏に厚く御礼申し上げる。

材料および方法

本研究に用いた材料は，北海道函館湾上磯産のヒメエゾボラ Neptunea arthriticaの成貝で， 1971 

年4月から 1972年3月まで，ほl:f毎月 1回，沿岸岩礁域およぴ砂泥域において採集された。

殻長，殻幅，全重量，肉重量などを測定した後，生殖器官系を摘出し国定した。固定にはブアン液，

スサ液を用いて通常パラフィン法lとより厚さ 8-10μ の切片とした。染色にはデラフィールドのへマ

トキシリンとエオシン，ハイデンハィンの鉄ヘマトキシリンとライトグリーン，マンのメチル青とエ

オシンを用い，多糖類および蛋白質検索のためにはそれぞれ PASおよびHg-BPB反応も試みた。

結果

ヒメエゾポラは雌雄異体で体内受精をする。雌雄の識別は蓋を聞き，殻口から頭部を引き出して陰

茎の有無を調べる ζ とにより容易になし得る。

精巣は，殻の上部の螺塔内Iとコイル状に巻いた内臓隆起部の上側に位置する。その色彩は黄白色を

呈し，幾分個体差はあるが周年ほとんど変化しない。精巣は円柱状の精巣小嚢が多数集まって形成さ

れ，各小嚢壁は内層の生殖上皮，外層の繊維性結合織の2層から成る。 ζれらの小嚢は，精巣内を螺

旋内側lと沿って走る輸精管から派生する輸楕小管に，それぞれ関口している。輸精管は中腸腺から内

臓域にかけて複雑に回旋した後，再ぴ体右側に沿って伸び，陰茎f<::達する。 ζれらの輸精管は内腔面

を被う，繊毛を備えた上皮細胞層と，その外側を取り囲む繊維性結合織の2層の壁によって形成され

た中空の管である。陰茎は褐色を呈し基部右側に突出している。陰茎内の輸精管内上皮は繊毛を有す

る単層の腺様上皮細胞から成り，複雑な鮫曲を示す。上皮層の外側は良く発達した輪走筋によって取

り固まれている。

精子形成

本種の精子形成過程を次の6期に区分した。(1)第一次精原細胞期， (2)第二次精原細胞期， (3) 

第一次精母細胞期， (4)第二次精母細胞期， (5)精細胞期， (6)精子期。

(1) 第一次精原細胞期; 第一次精原細胞は小嚢墜に埋没するか， あるいは 1ないし数個の体細胞に

包まれて小嚢壁に近接して存在する。細胞は卵形あるいは円形で，長径約 19μ，短径約 14μ で，細

胞質は弱いエオシン好性を示す。核は直径約 11μ でしばしば不規則な形態を示し，数個の核小体を

有する(図版 1-1)。第一次精原細胞の分裂増殖は周年観察される(図版1-2，3)。

(2) 第二次精原細胞期; 第一次精原細胞は分裂をくり返すζとによってその数を増すとともに， 小
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嚢壁から分離するようになる(図版 1-4)。 ζの期の精原細胞はほぼ円形で， 前期より大きさを減じ

約8μ になる(図版 1-5)。核はヘマトキシリンに濃く染り，核内Ir.は l個のエオシン好性の核小体

が存在する。乙の期の生殖細胞も周年認められた。

(3)第一次精母細胞期; 最後の増殖分裂を終えた精原細胞は精母細胞に移行する。第一次精母細胞

の大きさは 10μ前後である(図版 1-6)。初め，核内に一様に分布していた染色糸は吻合し，核の一

極にかたまり三日月状を呈する(図版 1-7，8)。吻合を終えた染色糸は太くなり(図版 1-9)，再び核

内tζ広がってゆく(図版 1-10，11)。乙の頃の細胞は吻合前に比べ大きさを増し，直径 11.5μ を示す

(図版 1-12)。その後，核膜は次第に不明瞭にはり，紡錘体が現われるとともに染色体は赤道面に並

び，第一次成熟分裂が起こる(図版 1-13)。

(4) 第二次精母細胞期; 第一次成熟分裂後，染色体は再び核内に散在する。 ζの期の細胞は第一次

精母細胞より小さく直径 6μ，核径4.5μ を示す(図版 1-14)。 その後再び紡錘体が現われて染色体

は赤道面に並び(図版 1-15)，二分されて両極に移動し，第二次成熟分裂を完了?る。

(5) 精細胞期L 第二次成熟分裂を完了した後の精細胞は，その後複雑な形態変化を示しながら，精

子に変態する。本種ではこの過程が特徴的で，次の三期に細分する ζとができる。すなわち， 1)球

状精細胞:核は球形で直径4μ を示し，染色質は短小で核内に一様に拡がっている(図版 11-1ω。

その後，染色質は次第に密集するようになり，核のー側に染色質塊を形成する。 ζれと並行して，核

の中央部にヘマトキシリンに濃染する球形の小体が出現する(図版 11-17)。変態が進むに従い， 染

色質塊は更に濃密となり楕円形ないし円形を呈するようになる。 ζの閑に核中央部tζ認められた小体

は消失する(図版 11-18，19) 0 2)楕円体精細胞:核はクルミ状(図版 11-20)からさらに長径 5μ，

短径 2μ の楕円体を呈するようになる(図版1I-21}。 ζの頃染色質塊の正中軸に沿って縦溝が現わ

れ始め，同時に尾部の形成も始まる(図版1I-21}0 3)棒状精細胞:核は次第に細長くなり，長径

12μ短径 1μ 程の鎌状を呈するようになる(図版 11-22)。前期から始まった縦濃の形成はさらに進

み，染色質塊が中央の透明な空隙によって左右両側に二分されるように見える(図版 11-22，23)。そ

の後，染色質塊はさらに棒状に変化して行く。

(6) 精子期; 精子はへマトキシリンに濃染する細長い紐状の頭部と，ライトグリーンまたはエオシ

ンに染色される尾部から成り，頭部を生殖上皮側にむけて密集している(図版 11-24)。

異形細胞について

生殖細胞形成過程の各期に種々の形状を示す異形細胞が多数観察された。これらの細胞を大別する

と 1)正常生殖細胞の 2-3倍の大きさを有し，核内には正常細胞に見られるより多量の染色体が認

められるもの(図版 11-25)，11)大きさは生殖細胞と大差はないが，核が特異的に変化しているもの

(図版 11-26-30) とがある。後者はその形態からさらに4型に細分する乙とができ，以下ζれを便

宜的KA-D型と呼んでその特徴を記す。 A型細胞:長径 10μ，短径7μ で細胞質は染色性l己乏し

い。核は不規則な形状を示し，核内にはヘマトキシリン好性の染色質小塊が散在する(図版 11-26)。

B型細胞:大きさ約 10μ のζの細泡はヘマトキシリンに濃染する 3μ 程の 1個の大核と， 1μ前後の

数個の小核を有する(図版 11-2η。C型細胞:直径約8μ，核は不明瞭でヘマトキシリンlと濃染する

小塊を有し，尾部が認められる (図版 11-28，29) 0 D型細胞:直径4μ 程度の細胞で， 細胞質はほ

とんど染色性を示さず核も不明瞭である。尾部は認められる(図版 11-30)。

精巣熟度

以上述べた生殖細胞の発達過程の細胞学的特徴に基いて，上磯産ヒメエゾポラの精巣の成熟過程を

3期に区分した。

(1) T-I期(回復期): 乙の期の初期には，外套膜側の精巣小嚢の生殖上皮中には， 第一次精原細

67ー



北大水産業報 23(2). 1972. 

胞が多数存在し，小型壁内腔は中空である。一方，内臓側の各小嚢および輸精管内には，精母細胞から

精子に至る各期の生殖細胞の崩壊像が認められ，一部の小嚢は ζれらの崩壊によって生じたと恩われ

る液状物質で満たされている。また，生殖上皮中には黄色頼粒状物質が観察される。その後第一次精

原細胞は徐々に分裂し， ζの期の後期lとは，多数の第二次精原細胞が出現して(図版 III-31).小嚢

監を満たすようになる。崩壊途上の生殖細胞あるいは液状物質はすでに認められない。しかし，精巣

小嚢は最外層の繊維性結合織が厚く，まだ萎縮した状態にある。

(2) T・11期(成長期): 乙の期は第一次精母細胞が主群をなし，少数ながら精子も出現する時期で

ある(図版 III-32)。すなわち，初め各精巣小嚢内K多数存在する第二次精原細胞は急速に分裂増殖

し， ζれに続いて多数の対合期の精母細胞が出現するようになる。本種においてもウバガイり， その

他の種類で認められていると同様に，第一次，第二次成熟分裂は速かに進行し， ただちに精子の出現

をみる。精子が出現するに伴い，小嚢腔は再び明瞭にとtる。小嚢壁の繊維性外層および各小嚢聞の問

充組織は何れも著しく薄くなる。 ζの期の精巣を切開すると乳白色の精子塊が流出する。

(3) T・111期(成熟期): 乙の期の初期の精巣は，精細胞によって優占され，精細胞から精子への

変態過程が明瞭に観察される。また，小嚢腔には多数の精子が小塊状をなして存在するが， その密集

度は比較的ゆるく，外套膜側から内臓側へ流動している様相を呈する(図版 III-33)。 ζの期の後半

tとは，外套膜側の小嚢は精原細胞と精子のみから成り，精子が生殖細胞の主群をなす。また，小嚢は

前期f<::比して著しく細くなり，繊維性結合織層は再びその厚きを増す。

貯精嚢の生殖周期に伴う組織学的変化

輸精管の回旋部位，すなわち貯精嚢の生殖周期に伴う形状変化の組織学的特徴および内腔の精子量

に基いて便宜的に次の3期K区分した。

(1) S-I期(休止期): ζの期の貯精嚢は外見的f<::褐色を呈している。輸精管を構成している繊維

性結合織は厚く警官層をなし，萎縮した状態を示す。内層の上皮細胞は単層の立方状で 20μ に達する

ものもある。また，上皮細胞はその遊離面K繊毛を有し，核は紡錘形でヘマトキシリンに濃染し細胞

基部に位置している(図版 IV-34)。 ζれらの上皮細胞層にはしばしば 15μ に達する PAS陽性，

Hg-BPB陰性の小体を有する細胞が多数認められる(図版 IV-35)。ζの小体は時f<::細胞から脱落し

て内腔中K存在する ζともある。内腔にはまだ少量の残存精子が存在し，乙れらの精子は頭部を上皮

細胞に接している乙ともある。

(2) S-II期(貯留期): 乙の期の初めに，貯精嚢は外見的に精子の貯留されている部分が乳白色を，

他の部分は褐色を呈している。その後精子の流入とともに貯精嚢は全体が乳白色を呈するようになる。

との時期の貯精嚢にはその内腔に精子塊が渦巻状を呈して多量に貯留されている(図版 IV-36)。乙

の頃の上皮細胞の高きは約 10μ で， 核は紡錘形から次第に膨大して円形を呈するようになり同時に

ヘマトキシリンの染色性が弱まる。また，核内lとは数個の核小体が存在する。細胞質は多くの空胞で

満たされ，前期Iとみられた黄色頼粒状小体は消失している(図版 IV-37)。との期の後期，腔内f<::大

量の精子を貯留する頃tとは上皮細胞は扇平になり，細胞質中の空胞は次第に不明瞭になる。また，輸

精管を取り囲む繊維性結合織も著しく薄くなる。

(3) S-III期(放出期): 乙の期も前期間様貯精嚢は乳白色を呈している。貯精嚢内腔にはまだ多

量の精子が貯留されているが量的には前期より減少している。とれらの精子は明瞭な精子塊をなし，

ヘマトキシリンに濃染する頭部を貯精嚢上皮細胞に近接させ，内腔中Iζエオシン好性の尾部を向げて

密集している(図版 IV-38)。上皮細胞は精子量の減少に従い再ぴその高さを増し，核は円形にとZる。

乙の頃になると黄色穎粒状小体も徐々に出現し始める。 ζの期の末期には，貯精嚢内の精子は内臓側

と外套膜側p::.多く認められるが，中央部で比較的少なくほとんど中空状を呈する。 ζの中央部の上皮

細胞は円柱状を呈し繊毛が識別しやすくなる(図版 IV-39)。外層の繊維性結合織はその厚きを増す。
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成熟度の周年変化

各月に採集した上磯産ヒメエゾポラ雄計56個体の精巣熟度と，内46個体の貯精嚢の周年変化を併

せて図 11ζ示した。

3月29日および4月27日に採集した個体の精巣熟度は T-I期を示しているが，貯精嚢の状態は

S-I-S-II1期と個体によって異っている。 ζの内 4月採集個体では多くが S-IIおよび S-III期を

示すが 1個体はすでに交尾終了後の S-I期の様相を呈していた。従って4月末には多くの個体が

交尾可能な熟度p::達しているものと判断される。 5月20日の個体の精巣は同じく T-I期のもので，

第一次およひ・第二次精原細胞が見られるのみである。一方， ζれらの貯精蜜内では，ほとんどの個体

で精子塊が形成され， S-II1期を示すととから，との時期は交尾時期にあると見なされる。 7月6日

p::採集した雄の精巣は，すでに T-II期の初期にあると恩われる個体も 1例見られたが， ほとんどの

ものは T-I期にある。 それらの貯精嚢にはまだ相当量の精子が認められたが， 上皮細胞は立方状を

呈し，黄色頼粒状小体も認められる ζとから，すでに放精後の S-I期にあると思われる。乙の後7月

23日および8月20日p::採集された個体もほぼ同様な成熟段階を示し，何れも回復期にあると判断さ

れる。 9月23日の雄はほとんどが成長期にある。 すなわち， それらの精巣には多数の第一次精母細

胞が出現し， T-II期にあり，一方貯精嚢はその内腔に精子が極くわずか認められるが，上皮細胞の

様相からまだ S-I期の不活発な状態tとあると見なされる。 10月27日に採集した個体の精巣では前月

に比して精子がかなり増加しているが，まだ第一次精母細胞が主群をなしている。一方，貯精嚢を調

べた 3個体中の 1個体では，精巣に近い輸精管が乳白色を呈し，すでに精子が貯精嚢11:向けて移送さ

れ始めている乙とを示す。 ζのような形態的特徴から， 10月の雄は成長期の後期にあるものと判断さ

れる。 12月9日p::採集した雄のほとんどは成熟期を示している。すなわち，その精巣は精細胞によっ

て占められ T-III期にある。一方，貯精嚢では精子が満巻状を呈して内腔を充満し上皮細胞の特徴
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からも全個体が S-II期K.入っている。 1月18日に採集されたものも同じく成熟期にあるが 1個

体のみ精巣の一部に著しい退化像が観察された。 2月 19日の多くの個体の精巣では， その小嚢内K_

残存精子と崩壊吸収過程にある各種生殖細胞が見られ T-I期にある乙とを示している。一方，貯精

嚢内の精子は一部すでに精子塊を形成しているが，多くはまだ渦巻状を呈し S-II期にある。 乙のよ

うに精巣は T-I期に該当するが， 貯精嚢では明瞭な精子塊の形成がまだ行なわれず貯留状態を示す

ととから， ζの時期の雄はまだ成熟期の状態にあると判断される。

以上の結果から上磯産ヒメエゾポラ雄では4月から 6月まで交尾期 7・8月が回復期 9月から成

長期に入り 11月中旬には成熟期に達する。 さらに，成熟精子は貯精嚢に貯えられた状態で越冬し，

翌年の交尾期を迎えるものと考えられる。

考察

貝類の生殖腺はその形態が複雑な ζとから，種によってきまぎまな熟度表示法が試みられている 10)。

とれらのうち，多くの場合，生殖腺の組織学的な特徴K基いて熟度表示がなされており，巻貝につい

ても同様である2)3)4)5)6)7)。しかし，本種lとみられるような体内受精型のものでは，単K生殖腺につい

ての検討のみでは自然環境下での交尾時期の推定は困難であり，生殖周期を的確に把握する乙とは難

かしい。本研究では，精巣熟度K.加えて，生殖輸管系の組織学的な観察結果に基いて，雄の成熟度を

回復期，成長期，成熟期および交尾期の4期K区分する ζとにより，ヌド種の成熟度の周年的推移をよ

り的確に示すととができた。 ζれを上磯産のものについて見れば，おおよそ，回復期は 7・8月，成長

期は 9・10月，成熟期は 11-3月で交尾期は 4-6月であると推断される。宮脇のは北海道厚岸産ヒ

メヱゾポラの実験室内での産卵について観察し，自然環境では 5月K交尾している個体が相当数見出

され 7月上句に産卵の最盛期に達すると述べている。乙の結果は今回の組織学的観察結果から推定

された交尾期と良く一致している。

ζれまで本邦における体内受精型の海産巻貝の生殖周期に関する組織学的研究は，今ら 7)のイボニ

シについての 1例を見るに過ぎない。イポニシでは 4月から 5月上旬の精巣は精原細胞と精母細胞に

よって占められ 5月下旬から精子形成が始まり 7月を頂点として9月以降は退行過程に入るとい

う。乙れに対し本穏では 7-8月の回復期にも少量の精子が精巣内に認められるが，精子形成が活発

に行なわれる時期は9月下旬で，以後，精巣に退行像が現われる 2月頃まで，長期間にわたって多量

の精子が形成される。雄は乙れらの成熟精子を貯精嚢11:貯留した状態で越冬し，翌年の交尾期を迎え

る。両種の産卵期がともにほぼ晩春から夏にかけてであると考えられる乙とから， ζの生殖細胞形成

の時期的相違がどのような要因によってもたらされるかは興味深い問題である。 ζれまで，海産軟体

動物の配偶子形成K.関してはカキ11)12)， アメフラシ1のでは水温が， またイシダタミ 1のでは光条件

がそれぞれ調節要因として重要な役割を演じていると考えられている。本種の生殖細胞形成に関与す

る諸要因とその支配機構については今後の実験的研究による解明に待たねばならない。

ヒメエゾポラの精子形成過程は， すでに多くの貝類で報告されているもの (Franzen15)，参照) と

本質的に異なるととはないが，本種K.見られる特徴として，精原細胞の分裂が周年観察される乙と，

対合期の第一次精母細胞に成長が認められるととおよび精子変態過程がはなはだ複雑である ζとが挙

げられよう。とれと併せて，生殖細胞形成過程の各期11:多くの異形細胞が観察された ζとも特徴的で

ある。巻貝の精子の二形性については古くから注目され，比較形態学的研究も進められている 16)。腹

足類の異形精子は，系統的に原始的なものでは通常，紐状精子型を示し，高等なものほど，卵子型を

呈するときれている1丸本研究で観察された各種異形細胞のうち， C，D型細胞は卵子型に属する。

また， B型細胞は今らη がイポニシで報告した K細胞と形態的に類似している。タニシ類では異形

精子形成途中11:核から染色体が排除されるととが知られており 17)，本種で便宜的に A-D型として

記述した各種異形細胞は一連の異形精子形成過程の移行像を示すものとも考えられる。また，ニ形精
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子については， ζれが受精に関与する場合1のと退化吸収される場合ゅの2つの可能性が示されてい

る。ヒメエゾポラでは，その貯精嚢ICは何れの時期にも異形細胞が見られなかったととから，とれら

は精巣または輸精管内で崩嬢吸収を受ける運命にあるものと推察される。異形細胞の消長とその機能

に関しては，別に見られた大型呉形細胞 (1)のそれとともに，さらに詳細な細胞学的，細胞化学的検

討を要する。

腹足類の生殖輸管系IC関してはすでに多くの解剖学的，組織学的研究がとtされている 19)20)21)22)23)24)。

しかし，その種の生殖周期との関連において，生殖輸管系の構造変化と機能を論じた報告は著者らの

知る限りでは見当たらない。本種の生殖輸管系，特IC貯精嚢の内上皮細胞層は，精子の貯留，放出と

関連して著しい形態変化を示すζとが明らかにされた。すなわち，精子貯留前の上皮細胞層には多量

の黄色頼粒状小体が認められ.ζれらはその後の精子の貯留および消失と逆の消長を示す。乙れと同

様の黄色頼粒状小体についてはすでに Barcinumundatum， N ucella lapillus '.J.どで報告されてお

り19)，残存精子の吸収消化に関連した構造と見なされている。本種に見られTこ小体も，電顕的tζライ

ソゾーム様構造を示すζ とが確かめられている(末発表)が， ζの形成機序と生殖周期に伴う上皮細

胞の微細構造変化については稿を改めて報告する。

要約

北海道函館湾上磯産ヒメエゾポラ雄の生殖周期について組織学的研究を行い次の結果を得た。

1. 雄性生殖細胞の成熟過程はその細胞学的特徴lとより 6期に区分できた。 (1)第一次精原細胞期，

(2)第二次精原細胞期， (3)第一次精母細胞期，(4)第二次精母細胞期， (5)精細胞期， (6)精子期。

2. 精巣の成熟度は，それを構成する生殖細胞の成熟過程の細胞学的特徴と，その量的な変化に基い

て3期K区分した。さらに貯精嚢の周年変化を観察して，その組織学的特徴と貯留精子量の変化に基

いてζれを 3期IC区分した。とれらの生殖器官系の組織学的特徴を総括して，本穫の雄の成熟度を次

の4期に区分した。 (1)回復期， (2)成長期， (3)成熟期，(4)交尾期。

3. 本種の雄の成熟度は 7・8月が回復期， 9・10月が成長期， 11-3月が成熟期で，交尾期は 4-6月

頃と推定される。

4. 雄性生殖細胞形成過程の各期IC多数の異形細胞が観察された。乙れらの細胞をその形態的特徴か

ら5型に分けて述ぺ，異形精子との関連およびその運命について論じた。
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Explanation of Plates 

PLATE 1 

Phoもomierogr晶，phsof m晶legerm ωUs in vario.U8 maturatio.nal smges (Figs. 1-14 and 
15). Figs. 1-3， 5--14 and 15， Bo.uin・fi.xedand Delafield's hem晶句xylin・曲目instained. Fig. 
4， Bouin-fi.xed and Heide曲ain'shematoxylin・lightgr田 ns句国d;:M晶伊ificatio.n o.f晶II
匂町側担 980tim倒.

Figs. 1， 2晶.nd3. primぽY旬伺maもogoni晶.

Figs. 4晶nd5. seωnw町田:perm胸 go.nia.

Fig. 6. Primary spermatocy蜘 inthe pre-syn晶，pticsもage.

Figs. 7 and 8. Primary spermatocytes in the synaptic蜘 ge.

Fig四.9-11晶，nd12. Primary sperma加cytω 也も.hePo.st-synapも，icsぬ，ge.

Fig. 13. P討maryspぽmaもo.cyもesinもhe伽百七 m晶turatio.ndi吋sio.n.

Fig. 14. Secon伽，rysperm晶旬。y闘 in もheresting smge. 

Fig. 15. seωndぽyspermatocytes in the 蹴o.ndmatur晶もiondivisio.n. 
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PLATE II 

Phoもomicrographsof male germ 四lIsin v晶，riousm坑urational自tages(Figs. 16-23 and 
24) and various types of atypical cells (Figs. 25-29 and 30). Figs. 15-21， 24-26， 28， 29 
乱nd 30， Bouin-fixed and Delafield's hematoxylin-eosin stained. Figs. 22， 23 and 27， 
Bouin-fixed and Mann's methyl blue-eosin stained; Magnification of all figures is 980 times. 

Fig. 16. Spermatids. 

Figs. 17-22品nd23. Spermatids in spermiogen回 is.

Fig. 24. Mature spermatozoa. 

Fig. 25. Large抗ypical"Type-I cells". 

Fig. 26. Atypic温I‘'Type-II A cells". 

日g.2釘7. A此七，ypiおc帥叫al

Fig自払. 28 and 29. Atypical “ Type-II C cells". 

Fig. 30. Atypi回 l“Type-IID cells". 
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PLATEIII 

Photomicrographs of自ectiosBthrough飴品開也 varioussぬgesof maturation. Figs. 
31， 32 and 33， Bouin-fixed組 dDelafield's hematoxylin-朗自instained， X 150. 

Fig.31. Te凶isin the T-I st品ge. A large number of prim悶yand secondary spermatogonia 
品，represent in the n品目'Owlumin晶 of七helobules. The lobule wall isもhick晶ndindica.七es
a. st品teof shrinka.ge. 

Fig. 32. Testis in the T-II stage. Active sperm'l.七ogenesisoccur自h七helobules which are 
remarkably expanded with a large number of sperm乱，tocytesaccompanied with a 
印刷ltya.mounもof sperma.tids a.nd sperm品も0唱O晶・

Fig. 33. Te叫isin the T-1I1 st乱ge. Sp白rmatidspredominate inもhelobules a.nd sperma-
もozoaloca飴dinぬ.ecenもralportion of the lobule lumina presenも自owingappearance 
tow品，rdsvas defere田.
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PLATE 1V 

Photomicrogr叩hsof sections through seminal vesicles in various s句ges of annual 
changes. Figs. 3ι38 and 39， Bouin-fixed and Delafield's hematoxylin-eosin stained， 
Figs. 34， 36 and 38; x 100， Figs. 35， 37 and 39; x 400. 

Fig. 34. Seminal vesicle in the S-1 st品ge.

Fig. 35. Epithelial cells in the S-1 st品.ge，showing yellow granular bodies (晶rrows)in the 
cytoplasm. 

Fig. 36. Seminal vesicle inもheS-II stage. 

Fig. 37. Epithelial cell自 in the S-II st品宮e，showing numerous vacuoles contained in the 
cytopl品sm.

Fig. 38. Seminal vesicle in the S-II1 釣age.

Fig. 39. Epithelial cells in the S-II1 st乱.ge，indic品tingcolumnar sh乱，pewi七hround nucleus. 
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